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Ⅰ．産卵椎仔調巨査

1．調査方法

本場沿岸漁場指導胎常洋丸（17・82雷㍉呼7・5m鮎′hour）に依。毎月1回大洗正束25Miltさの

各定点に就き産卵及椎仔調査を実施した（Fig・1）○卵及び椎仔の採集は＠改プランクトン′ネット

（口径45cm網目1巨300〃）を使用して水面下150mから（以津のものついては底部から）水
面迄垂直に0．8m／SeCの速さで引揚げ採集する。

句・L j▼岬1亀一丸

C，25m暦14．10－14・20C50m層・13・20～14・2°C

dCと考へられる。卵椎仔の分布は大洗正東

卵場は極めて沿岸であろう○

採集物は管瓶に10クもフォルマリンで固定し卵及び

椎仔の査定は東海水研服部茂昌氏を煩はした。

2．調査結果

1）マイワシ

各定点のマイワシ卵及び碓仔の出現表を見ると

（Tab．1）4月及び5月に卵及び稚仔が極めて少数で

ぁるが採集された。此れから推して本願沿岸の産卵

期妊3月より5月の相当長期に亘るものと考へられ

るが、採集卵．穂仔敦が極めて少敬である為決定は

し難い○之等の期間中の表面水温は14・20C～15・40

で水温の巾は極めて狭く、最適水温は1400C～15・0

20浬以内即ち水深200m以雄に限られて居るから産

茨城沿岸のカタクチ1ワシの産卵は鹿島灘が最盛で馴化沿岸でも行ほれて居る0定点1・2・4で卵

及び稚魚が蹄集された漁期及生殖腺蟄達状況から推して産卵は極めて長期で・怖々周年であり夫の

最盛間は削秋と考へられる○卵及鮒の分布はマイワシと同断岸部であるが200m以深の沖

合でも極少乍ら採集されて居る（Tab・2）0

例年6月～9月に極めて少量漁獲される程度で其時期の沿岸水温は17・08～23・5DCの高温を示

す。卵及稚仔は全く採集されや茨城沿岸ではウルメイワシの産卵はないものと推定される0

Ⅱ．魚　体　調　査

1．11　　日

（122）

l

T

雷

t

f

雷

雷

璽

I

t

l

f

l

l



昭和26年4月より同27年3月迄の茨城沿岸に於ける揚繰網に依り漁獲されたものを対象とし

て一定の抽出比を決め系統抽出の結果†イワシ27群710尾、カタクチイワシ18群438尾を測定し

た（Tab．1）。
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2・体長分布
い・†イワシ

マイワシ模本の体長はTab．2に示す通わ

略々草峯の分布を示すと見傲され、此れは夫

の殆どが同一年級に属する故と考へられるo

Scale anaIysis（東海水研林繁一氏査定）の

結果夫の殆どは0～1輪魚に属して居か単一年

級に属する。他の年後群は殆ど認められて居

な∨、。

a．標本群について

年間を通じて棟木群のM（）deは14cm′－

1km及び9m～12cmに認められる。5月

に出現する14cm～15cmの単一Mode群は

1輪魚と認められ25年春の早朋教生群と考

へられる，此種の中羽は此年には春のみに出

現して居る。7月のMode8，5cm　の樺本は

全漁期中最小のもので26年寄の早期牽生鮮

と考へられる。12月にはMode8－5cm～12ml

の群が連日沿岸に来遊する。此中Mode8．5c

m～9．0cmの群は夏季に於ける隋程度のもの

の出現から考へて26年春の後期発生群と考

へられるd Modell・Ocm～120cmの群は26

年春の早期発生群と考へられる。之を侭にa

（Mode9・Ocm附近）及びb（Modell．Om～

12・Ocm）とすると12月の茨城沿岸への軋遊

群は絶てa，bの混合したものと考へられる0

1月より　2弓中旬に出現するM。delOcm～11

kmの群もa．b群と考へられよう。2月の模

本で妊Mode15．0cmの群も多少混合して認

められ明かに25年秋の後期後生群が混って

居るものと考へられる。2月以降春季の芙城

沿岸には此程度の申訳が多く見られる様にな

る。
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b．標本分布の群内分散の抽）mOgenityの

娩定

年扱Ⅰに属する0～1輸魚の檀本間の

群円分散のHomogenityをBartlettTeモitLノ

た。分離づべき要因は年親戚は醗敦に加へて

性欒動も加うべきであるが此場合者慮外とし

た。結果はX岩＞X3．。l　で群内の分散は

gen的uSと認められない0従って母分散を異

恥moにする教個の正規母集団があるものと規定され標本間の分散分析はなし得ないo

ヵタクチイワシ標本の体長分布は畢峯の分布を示すと認められる（Tab・3〕0此れは夫の殆どが

同一年級に属する故と考へられる0艶aIeanalysisの結果（東海水研柄繁一氏香定）夫の殆どは

8～1輪魚に属し単丁年級に属する02輪～3輪は殆ど認められない∂

ヵタクチイワシは春夏には沿岸には来遊して居ないので夫の時期の組成は不明である09月下旬

のものではMode8・5mで25年秋の早親襲生群と考へられる0比の時期は群の分散も多きく0輪

魚～2輪魚を含んで居る012月に旺盛漁新入。殆ど0輪魚は休とした単峯群で分散も極めて′ト

さい。此の時期のMode7・0cm～6属mの標細26年春の後期老生群と考えられる01月13～14

日の標本もMode8・0－8・5cmで26年春の早期萄生鮮と考へられるが1月19日にはModell・Ocmの

25年秋の発生群と考へられる年級Ⅱ乃至Ⅱ忙属する群が那れ始め・カタクチイワシも此時期よ

鰍魚体が大型化して乗る○上述の傾向よ。見ると本県沿岸に釆遊するカタクチイワシの成長は

東京湾附近及びLUロ駄淵戸内海のものと略貞一致する様であるo

b．模本分布の群内分散のHomogenityの瞼定

年敏1に属する0～1輪魚の模本闇の群内分散の‾FomogenityをBartlettstestした結果は

X岩＞加で群間の分散はHomogenious－と認められなれ従ってマイワシと同様に母分散を異

にする数個の正規母集周があるものと想定され梗本間の分散分蹄はなし得たい0

マイワシ及びカタクチイワシ模本毎の性比の値及び95％の信捜区間はTab・4の如くである0信

額区間は性比の抽出分布が二項分布であるとして算出した○群掴各棟本比値の掛づき梢値で

あるJ

i）マイワシ模本徽候について

マイワシ各篠本の蛛本比及び信楓限界には多少のズレが認められる○各標本についての

X2／n＝0・湘6

此場合　　　F＝X2／n nl＝（m－1）（k－1）nコニカ

であるから　　　　XB／nくFo・005

従つで母比を同じくした母集団からの無作為標本であるとの悍無職説は棄却し得ないo

ii）標本徴陵からの推定

年級Ⅰ絹する0輪～1輪のマイワシで茨城海域に来遊するものについては殆ど1埴通じ同じ

母比を持つ単一分布型を構成することは確信軌事実である○此場合母比を同じくした同じl’op一

（124）



i血tionであるのか幾つかのPopuIationがあるかはこれだけの擦本驚桐からほ拝症■了の域を超える

が此場合には併封の重みづき窄均値は比の母比の推定値として適当づる0

班）カタクチイワシ

此の場合には各棟本共全く横候を同じくするからマイ〔シと計澤の結論を得る〇許し変に多数の

模本につき傲候を得ることが決定的である0

4．体　重　分　布

体重についても体長におけると同じ標本徹院が認められる（Tab・5）0

5．脊椎骨教分布

i）マイワシ

マイワシ脊椎骨敷分布はTab．6に示す○個数は47～52間に分布L群平均値は48・99～50・80間

に認められ群の不偏分散は0・233～1・156の範匪にある0模本はすべて咽～1輯魚で同一年級に属

し単一Mode群であるo

Tab．6　　－才イワシ背椎骨数分布

。7…。8l49㍍。l51
a．）標本分布の詳内分敬の

Homogenityの検定

幾つかの際本が質的に均一

かどうかを知るためには先づ

分散の均一性を検定したけれ

ばならない。群内分散の均一

性の捻定はBortiettstestに

依った。結果はX20．10＜X岩＜

X2。瓜で有意でない○即ち各

標本の分散が　Homogenious

であると云う帰無仮説は棄却

し得ない。従って各棟本は同

一の　Parameter　を有する正

規母集団よりの抽出標本と考

へられるo

b．標本間の某の有意性につ

いての分散分析

各標本の母分散は∵Hom0－

genious　と認められるから群

問の差の有意性の検定をする

必要がある。此場合考慮すべき要因には年数或は輪教群及び性等が考へられるが個体敦が少いため

性変動性考慮外として年級－1に属する各群毎に検定した。結果は危瞼率0・5％以下で極めて有意

である。即ち各群の平均脊椎骨教間には差があるものと認められる〇

・C．模本徽候からの推定

母分散が等しく母平均を異にする数個の正視母集団の存在が考へられ茨城沿岸のマイワシは夫の

無作為腰本と考へられる。従って此場合にも各標本間の変動を考察して海国の標本親族を得るため

l　には各標本の個体群を単純に相加集計することは不適である。葵城海域のマイワシStock　の特性

（125）



伍として使用し得る値は榎本脊椎骨数の鮮内分散の不偏推定値及群平均値であろう。

封）カタクチイワシ

カタクチイワシ脊椎骨数分布はTab．7に示す個数は　41－49間に分布し群平均値は42．86～45．3

0間に認められ群の不偏分散は0．544～2．483の範蹄にある。模本は0輪から3輪年級Ⅰ～】に属し

大部分は0輪～l輪．年級Ⅰに属す。

Tab．7　　カタクチイワシ背椎骨数分布

洪　5％の危瞼確で棄却し得ない。

a．標本分布の群内分散のHomogenityの検定

群内分散の均一性の検定はBartlettstestに依った。結果はX2。B。＜X㍉＜X＝L，．3。で有意で

ない8即ち各棟本の分散がHomogeniol旛であると云ふ信無仮説は棄却し得ない。

b．樟本間の蓋の有意性についての分散分析

個体敦が少いため性変動は考慮外として年級Ⅰに鹿する個体についてのみ各群毎に廃理した○結

果は危険率0．5％以下で極めて有意であるから各群間に差があるものと認められる。

C．棟木徴候からの推定

母分散を同じくし母平均胞を異にする数個の正規母集団の存在が考へられ、茨城海域のカタクチ

イワシは比の無作為模本と考へられる0従って此場合にも海域のカタクチイワシの　Stockの特性

値として使用し得る値は棟木脊椎骨教の詳内分散の不偏推定値及び群平均値であろう0

6■　生　　殖　　腺

マイワシ生殖腺の季節的攣化を精巣及卵巣の群重量平均値及び最大卵径の群平均値から見ると

（Tab．8）5月に熱卵が認められ．産卵調査の結果からも　4月　～5月に大洗沖5浬～15浬の範眉で

▼イワシ卵及び株魚が認められて居るから啓が産卵盛期と推定される。カタクチイワシに於ては

（Tab．9）1月に半熟卵（繹0．55mm）が認められただけで他の季艶的変異は不明である。併し産卵調

査の結果4月　～8月の大洗沖1浬～25浬で卵及び稚魚が認められて居るから春～夏が産卵盛期

かも知れない。併しマイワシ、カタクチイワシ共に同一年級群に於ても体長の変化が大きいから産

卵は長期に富るものと考へられる。特にカタタチイワシの産卵は略Å周年に亙るものと考へら

れる●

（126）
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Tab息　マイワシ生殖腺及び食餌雷丑の季

節的変化　単位gr・及びmm・

望豊ち芸芸や平明立
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Tab・9・カタクチイワシ生殖腺及び貪餌重

畳の季節的欒化隼侍㊤・及びmm・


